
令和４年度学校評価書 福井県立勝山高等学校

項目 具体的取組 成果と課題 改善策・向上策

①カリキュラム・ポリシー
に沿った授業計画、授業や
教育活動を行い、客観的評
価に基づいて、個人と組織
でカリキュラムマネジメン
トを実施する。

今年度入学生より新学習指導要領が適用され、観点別学習評価の運用も始
まった。カリキュラム・ポリシー（CP）の策定は昨年度中に完了してお
り、CPに沿った授業実践の準備も昨年度中には始めていたため、授業実践
に取り組んだ教員の割合は90.3%と、目標指数を大きく上回った。また今年
度は、授業改善のための会議や研修会の機会がこれまで以上に多く設けら
れ、教員の意識が高まっていることもあり、会議や研修に参加し授業計画
再設計に取り組んだ教員は１名を除くほぼ全員で、同じく目標指数を大幅
に上回った。これらの結果から、新学習指導要領の趣旨に沿って授業を改
善し質を高めようとする教員の意識は十分に醸成されていると考えられ
る。しかし、今はどの教員も試行錯誤を重ねながら授業改善に取り組んで
いる段階であり、その成果をCPと照らし合わせながら客観的に判断できる
ようになるまでにはもう少し時間を要する。

CPに沿った授業実践と、授業改善への取り組みは次年度以降も継続して行
うが、並行して、生徒の探究的な学びを引き出しているか、グラデュエー
ション・ポリシー（GP）で示した生徒像にどれだけ近づいているかの検証
方法を検討するとともに、授業内容についても検討の場を設けることに
よって、授業改善を一層進めていく。また、新学習指導要領適用に向けて
適切な回数を実施した校内研修の機会を今後も維持し、さらに効果的なも
のとなるよう、研修の内容をアップデートする。

②授業においてICTデバイス
を活用し、探究的な学び
（課題設定・情報収集・整
理・分析・まとめ・表現）
のために活用する。探究の
成果を生かして、生徒の主
体的な学習活動を促す。

ICTデバイスの活用については、生徒一人１台のタブレット端末が導入され
て以降必然性が高まり、全授業の10％以上で活用した教員は71.0%と、目標
指数を上回った。一方で、全員がICTデバイスを活用しているはずの生徒の
うち8.2%が否定的な回答をしており、「自ら課題を設定し」の部分で改善
の余地を残した。また、ICT活用に対する保護者の満足度については、90%
以上が肯定的な回答をしていたものの、十分な満足にまでは至っておら
ず、目標指数を大きく下回る20.4%にとどまった。教員の取り組みが保護者
に伝わっていない現状が明らかになった。

ICTデバイスについては、従来型の活用方法にとどまらず、学習を効果的・
効率的に進められるとともに探究的な学びに資する新たな活用方法を模索
し、実践する取り組みを進めていく。また、ICTデバイス活用の状況を保護
者を始め地域の方々にも具体的に知ってもらうために、授業公開やホーム
ページ、広報誌等を通じての広報活動も一層強化していく。

①容儀を整え自発的に挨拶
ができるように、全教職員
の共通理解をはかり、継続
的な指導に取り組む。

前期に生活委員が生徒玄関で挨拶運動を行い、また、各クラスの代議員や
生活委員が主体となり、クラスメイトの容儀の確認を行うようになって２
年目の今年は、生徒の成果指数は98.9％（前年比+2.4)、保護者の満足度指
数は93.2％(同+3.1)、教職員の取組指数は96.9％(同+8.0)とすべて目標指
数を上回り、満足のいく結果となった。

今後も、容儀を整えることや挨拶の意義や必要性を説き、全教職員の共通
理解のもと保護者と連携して継続的に指導する。

②生徒の人権意識や規範意
識が高まるように普段から
声かけを行う。

新型コロナウィルス感染予防のため、制限された学校生活を送る中、生徒
の成果指数は92.2％(前年比+1.3）、教職員の取組指数は97.0％(同+4.5)で
ともに目標指数を上回った。一方、保護者の満足度指数は83.9％で前年よ
り0.6ポイントダウンとなり２年連続目標指数を下回った。

LGBTQ+などお互いの多様性を尊重しあう社会の確立を目指す取組みが重要
である。学校では、自他の生命や人権を尊重し、良好な人間関係を築き、
思いやりや助け合いの心を持って行動する態度を育てる必要がある。講演
会、月等朝礼、学年集会などを通して、社会の一員として社会に貢献でき
る人材の育成を目指したい。学校での取組みを保護者にホームページや学
年便りを利用して周知し、満足度指数を上昇させる。

③学校行事、ルールメイキ
ングなどで、生徒の自主的
な活動を促す。

令和４年度より採用した評価内容であるため、前年度との比較は出来ない
が、生徒の成果指数は97.3％、保護者の満足度指数は98.2％、教職員の取
組指数は96.9％とすべて目標指数を大きく上回り、満足のいく結果となっ
た。

３年前から生徒会を中心として新しい制服の導入や校則の見直しを行って
きた結果、生徒が主体的に、学校祭、球技大会、遠足、ルールメイキング
などで活動できるようになってきた。また、主体的に学ぶ探究学習を行っ
ていることも主体的活動の後押しになっていると考えられる。次年度は目
標指数を85％から90％に上昇させる。

①自らの進路について考え
る機会の充実と進路情報の
効果的な活用を図り、主体
的かつ適切な進路選択を支
援する。

「面談等による生徒との意思疎通」は、一昨年、昨年度に続き100％で目標
を達成できた。「生徒への積極的な進路情報提供」は、昨年度より約2.5ポ
イント取組指数が上昇したが、目標の100%にはまだ遠い。
生徒の「面談やガイダンスを通して得た情報により、進路目標を明確に持
つ」は、３年生の取組指数が３年間で86.2％→87.0％→90.4％となり、目
標の90％を超すことができた。２年生の取組指数も71.7％→76.8％と指数
が微増している点、１年生が90.0％と高い取組み指数を出している点も評
価できる。探究的な学びを推進している効果だと思われる。保護者の「進
路に関する情報の提供」に対する満足度は、81.9％と昨年度並みだが、目
標の90％までまだ開きがある。

生徒が、１・２年次からしっかりとした進路目標を持つために、各種模擬
試験だけでなく、進路希望調査、進路ガイダンス、小論文・志望理由書指
導、企業人によるキャリア教育、大学教授・専門学校講師による模擬講
義、就職・公務員ガイダンス、進路支援部通信発行など各種進路支援を実
施している。そして、今後も、時代の変化に合わ、内容を見直し、真に生
徒たちに必要なものを提供する。さらに、生徒の実態に沿うように学年会
との連携を今まで以上に深める。２年連続で４月初めに行った「振り返
り」の重要性を伝えた学年ごとの進路ガイダンスは、生徒たちに刺激の
あった企画となったため継続していく。

②模擬試験等を有効活用
し、進路意識向上・学力向
上に努める。

５教科担当者の「模試の事前･事後指導」への取組指標は、88.9％と目標の
100％に届いていない。生徒の「模試への過去問演習や復習の取組」への成
果指標は昨年度より、10ポイント以上増加し、目標の70％を達成できた。
保護者の「模試結果を見ての子供との話し合い」への満足度指標は、ほぼ
昨年並みの75％強であるが、目標の80％にはまだ届いていない。

生徒が自ら、模試の過去問演習や弱点補強のための復習に取り組むよう
に、学年会・教科と連携して意識の向上を図る。進路支援部通信等での啓
発活動も継続する。保護者と生徒は「個票成績綴り」を介して進路につい
て話し合い、それが意思疎通の機会となっているので、今後もこの取組み
は継続していく。さらに、「個票成績綴り」を生徒にただ渡すだけでな
く、担任・教科担任が「個票成績綴り」を有効活用していく。

③生徒の進路選択に関わる
自主的な活動を生徒に促
す。

今年度初めて設定した目標である。目標をＡ+Ｂの合計を学年を追うごとに
向上させ、３年生では、90％以上とした。結果は、１年生33.0％、２年生
59.6％、３年生78.5％と上級学年ほど数値は高かったが、目標とは大きな
開きがあった。個々には、積極的にオープンキャンパス等各種イベント、
大学や地域との連携事業に積極的に参加している生徒はいるが、全校的に
はその数は多いとは言えない。

進路選択のためには、各自の自主的な活動こそが必要であることに気付か
せる支援が必要である。今年度は、オープンキャンパス等への参加の仕方
(数)を尋ねる質問であったが、次年度以降は、３年間のスパンで進路選択
に関して、自主的な活動が行えたかどうかを尋ねる形の質問への変更を検
討している。

①清掃活動に積極的に取り
組み、学習環境の美化に努
める。

全ての観点で目標指数を上回った。生徒回答の「清掃活動に真面目に取り
組んでいる。」の項目でＡ+Ｂの合計値は99.3％と、非常に高い水準であっ
た。普通教室がリノベーションによりきれいになったため、美化意識が高
まったことも一因と考えられる。

日々の清掃活動については、今年度の活動を継続する。清掃への取り組み
方を周知徹底させ、状況に応じて注意喚起する等、年間を通して指導して
いくことで満足度をより高められるよう努力する。

②不適応やいじめの早期発
見・対応と特別支援が必要
な生徒への支援の充実に努
める。

昨年度に引き続き今年度も、全ての観点で目標指数を上回ることができ
た。生徒は、「相談しやすい」が84.9％と、目標値を大きく上回り、昨年
度から5.5ポイント更に上昇している。また、保護者の「相談しやすい」も
77.8％と目標値を大きく上回っている。更に生徒や保護者への働きかけを
進めていく。

生徒との関わり、クラス担任・学年会との連携を通して、学校生活への適
応に困難さを感じている生徒の早期発見・対応に努める。特に気がかりな
生徒への個別対応を充実させる。生徒には、相談室や保健室の役割につい
て定期的に知らせる。保護者にも、相談活動について知ってもらえるよう
に、引き続き情報発信していく。

①総合的な探究の時間、各
教科、学校行事等で学校外
と連携した取組みを実施す
る。

学校外との連携については、教員の64.5%が５回程度の連携を行ったと回答
しているが、目標指数（80％）は下回る結果となった。目標には達しな
かったが、目標指数を高めに設定しており、今後も連携を高める工夫をし
ていきたい。
総合的な探究の時間については、各学年とも積極的に学校外の諸団体等と
連携する活動が見られ、その活動に携わらない教員にとっては機会が少な
かったと思われる。また、各教科で行われている授業研究が学校外との連
携によって進められている教科もあるが、一部にとどまっている。これら
の活動に中心的に関わる教員とそうでない教員との間の差が結果として表
れていると考えられる。

総合的な探究の時間を主として、学校外の諸団体との連携を深める。探究
コーディネータ―の一層の活用を進める。教務部と協力し、中高連携や高
大連携を意識した授業研究を進める。

②生徒自身が自分たちの状
況を発信する場面を各学
期、複数回設定する。

生徒が探究の成果や過程を学校外部に向かって発表する際の満足度を問う
た。結果は、87.0％が、「十分に満足している」「おおむね満足してい
る」と回答し、目標を達成した。３年生は、７月に１度、発表会を行い、
それを踏まえて９月に最終発表を行った。大学の先生方をアドバイザーと
して招き、質問にも堂々と答えた。1，2年生は、小グループでの活動を中
心に発表の機会を重ねている。回を追うごとに要領を得、自分の意見を語
れるようになっている。一方で、満足していない生徒も13.1％存在する。
探究活動の進行具合やファシリテーションのあり方等、工夫して発表しや
すい環境を整えていきたい。

発表の機会は複数回確保する。ファシリテーションの技術を高め生徒が語
りやすい雰囲気をつくる。探究の時間だけでなく、普段の授業や学級活動
においても生徒が安全に自分の意見を述べ、それが受け入れられる環境を
作るようにする。
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